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獲々蝿には数多くの突然変異があるが、異った突然
変異の間で交雑を行うと、変異を起した遺伝子が 2つ
以上組み合わさった系統が得られる。このような系統
の中には、組み合わさった遺伝子の相互作用によって
、両親のどちらにも見られなかった形質をあらわす場
合のあることが知られている。例えば cn (cinnabar， 
朱色根、この遺伝子は第E 染色体に位置している) と
云う遺伝子や、 v (vermilion，鮮紅色限、第 I染色体
にある) という遺伝子は、 b w (brown，赤褐色限、第
E 染色体にある) 遺伝子と組み合わさって、 cn， b w  
ゃれb w となると両親と全く異った白色限になる o

川辺 (1954) は、 B  (Bar，棒限、小限数が著しく
減少し複眼の幅せまく棒状となる、第 I染色体にあ
る) と L 2 (Lobe2，ホモでは小限が減少して複限が円
形或は菱形状に小さくなるものであるが、眼の比較的
大きいものから小さいものまでいろいろな程度のもの
が見られる、第E 染色体にある) の 2 つの遺伝子をも
った B ，L2 系をつくったところ、大部分は小さな複
肢を有する個体だが、中には全く小限のない無根の個
体や、片根だけ複眼のある偲体が見られた( 第 I図)。
又この無限個体を選び出して飼育し、淘汰を重ねて行
くと無限個体の頻度が高まって行くこともわかった。
筆者は先にこの B ，L2 系の無限個体の蛍光物質を
しらべて、その結果を報告したが( 前回1956; 渥々婦
に見られる鐙光物質について; 兵庫生物 3 (3) 144) 、
その後 B ，L 2 系を飼育していて、 B ，L 2 系の無限個
体が羽化日を異にすることによって、その頻度が変わ
るようであるので、頻度がどのように変化して行くか
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を統計的にしらべ、叉それが何によるものかを知るた
めに、二三の実験を行ったので、この結果について報
告する。
この研究を行うについて懇切な御指導を戴きました

恩師川辺助教授、並びに p H の測定に御協力下さっ
た神戸市立飛松中学校教諭久住惇一氏に深甚の謝意を
表す。

方法と結果
キイロジヨワジヨクパエの B ，L2系を、 250 C 土10 C

の恒湿器の中で次のような方法で飼育した。飼育波の
餌は牛乳瓶12本分として、水400cc- 4 5Occ，砂糖60g，
寒天 8 g，小麦粉5 Og，乾燥酵母 1 9，ボーキニ y (防
徽剤) を7 0 %アノレゴーノレに 5 %とかしたものを 1cc，K
N 03痕跡を煮て、乾熱滅菌した牛乳瓶に約1.5 c mいれ
て綿栓し、更にコヅホの滅菌釜で滅菌して冷却、とれ
にパシ醇母を滅菌水でうすめたものを一滴餌の上にお
として、 1昼夜恒湿器中に放置したものである。この
ような餌を10本用意し、 p 1から p10 まで番号をつけ
た。
1957年 9 月17日、あらかじめふやしておいた B ，L 2
の成虫をそれぞれの飼育瓶へ約10つがいづっア tラシ
ダムにとって入れた。成熟した♀は新しい餌にうつさ
れると、一昼夜のうちに胴部が大きく膨らんで、事耳の
表面や器壁に産卵をはじめる。卵は 250 C の恒湿器中

虫で 4 日- 5 目、婚で 4 日- 5 日を経て羽化する。 9
月25日にすべての瓶からハエを追い出して殺す。 9 月
29日に、むの日迄に羽化していたハエをとり出して麻
酔し、実体顕微鏡の下で各飼育瓶毎に、♀古に分け、
左右とも限のあるもの (00の記号であらわす) 、片
方のみ眼のあるもの (0 x) 、全く般のないもの ( x
x ) 一一 1個の小限があっても有限として分類する
ーーに分けて、その個体数を記録した。 9月29日に調
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査分類したこの群をA グループとする。成長の早いも| の分類を行い記録した。この群を B グループとする。
のは産卵後9 日間で成虫になるので、最初のハエが羽 I 10月10日にも同様の調査を行った、これを C グループ
化したのは、親パエを入れた 9 月17日から計算して 9 I とする。この調査の結果をまとめたものが第 1表であ
月26日頃と思われるので、 A グループには 9 月26日か| る。表中の記号0 0は雨複眼のあるもの、 O xは片方
ら9 月初日までに羽化したものがふくまれている。 10 I のみ複眼があるもの、 x xは全く複眼を有しないもの
月 3 日に、 9 月29日以降に羽化したハエについて同様| を表わす。

第 1  表

仕海事副空出旬 9  )3 29日 ( Aグループ 10)3 3  S 日グルー力 10月10日 ( Cグルー力
♀ 吉♀古♀古

OeJ  O x  x x  言十 ∞ Q x  x x  言十 ∞ 0:< x x  計 0つ O x  X X  計ioo O x  X X  言十 0 0  O x  x x  計

p  1  7  1  18 6  4  10 10 4  1  15 18 13 3  3411 16 11 14 41 14 12 18 44 
p  2  12 8  1  21 8  6  1  15 16 9  5  30 16 6  6  28 11 6  12 10 28 2  8  11 21 
p  3  1  1  2  1  1  5  28 9  6  6  211! 17 10 24 51 12 20 20 52 
p  4  1  2  3  7  12 5  24 12 3  14 24 50 88 
p  5  17 4  1  22 22 6  2  30 19 3  22 16 4  20 !l 7  9  16 32 12 16 28 56 
p  6  16 7  1  24 12 2  1  15 8  10 2  20 14 13 8  35 1116 20 40 76 6  6  40 52 
p  7  15 3  18 18 6  3  27 117 8  4  29 13 8  4  25 11 2  22 28 52 6  16 36 58 
p  8  8  2  10 6  1  7  11 25 15 4  44 14 5  4  23 11 8  14 12 34 6  3  16 25 
p  9  15 2  17 5  4  9  11 22 14 5  41 15 11 5  3111 1  5  4  10 1  4  4  9  
p lO 1  4  2  7  11 6  4  21 10 6  4  20 1112 14 12 38 16 10 14 40 

Tota¥ 96 40 6  142 78 25 11 114 147 92 35 274 137 75 46 258 113147 204 464 89 119 237 445 

羽対す化数にるアら 68 28 4  68 22 10 53 34 13 53 29 18 24 32 44 20 27 53 

各グループの最も下の欄に示した羽化数に対する無 lた。
限個体の百分率は、 A グループ、 B グループ、 C グノレ l ① つくったばかりの餌は、羊葵のような弾力性の
ーブ。の順に高まっている、即ち日の進むほど一一一餌の iある国体であるがハヱを入れてから 3，4 臼ぐらいたつ
古くなるほど高くなっている。無限個体は、宇では 9 Iて、幼虫がふえはじめると、表面から 5 m mぐらいま
月29日に 4 メであったものが、 10月 3.日には13/0にふ| での表層の部分は、ヨーグノレトのような状態に変って
え、 10月10日では44メになっている。この傾向は古で| くる。これは餌の表面に繁殖したパシ酵母の働きによ
も同様であって、 9 月29日10;;0'、10月 3 日18戸、 10月| る餌の分解や、幼虫の新陳代謝の結果排i l l ! : 物が蓄積す
10853;'0'と増加して、最初のハエが羽化してから 2週| ること、その他幼虫が餌の表層をはいまわることによ
間ぐらいたってから羽化してくるものでは、約半数が| る機械的作用等の結果であろうと思われる。
無限個体である。叉表からもわかるように古が♀より i ①飼育瓶の中で羽化してくるハヱは、餌が古くな
も無視個体がやや多いようである、 llPち古の方に小限 i るにしたがって段々小型になり、餌をつくってから約
数が減少する傾向がみられるようであるが、 B (Bar， I  1ク月もたった瓶から羽化してくるハエは、最初に羽
標設突然変異) では、 3 の小限数が90でホモの♀では| 化してくるものに比べて% ぐらいの大きさしかない。
70である、ホモの早の方が 3 より小限数が少くなるこ! これは餌が古くなるにしたがって、ハエの栄養になる
とが知られている、この点 B ，L2 では B と逆の結果| ものが減少し、逆にハエにとって好ましくない物質が
が出ているが、更に多くの偲体についてしらべてから| 蓄積してくるためであろう。ハエを飼育して古くなっ
♀古のちがいについて論じたいと思Lうた餌とつくったばかりの餌を、ペーパーク E マ 1. ;:ラ
羽化日が遅れるにしたがって無限個体がふえるとい| フ法によって二シヒドリシ反応陽性物質( 益白質、ぺ
うことは、餌と密接な関係があると忠われるので、飼| プチヅド、アミノ酸等) を比較したところ、新しい餅
育が進むにつれて餌がどのように変化するかをしらべ 1 にあったものが、古くなると激減するものの名ること
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が見られた。このことは餌をつくりあげている物質が| 法で餌をつくり、とれにハエを繁殖させ、同一日にハ
飼育している間に、大きく変化していることを示して! エを追い出してから餌の表層をスパーテルでとり出
いる。 I し、これにガラス電極を入れて経過日数の異るすべて
①餌の p H も変化しているのではないかと考え| の餌の p Hを測定した。その結果第 2 表のような値を
て、神戸市立飛松中学校の久住教諭の協力を得て、経| えた、各日ごとの平均値をグラフに示したものが第 3
過日数の異った餌のp Hを測定した。使用した p H 計| 表である。垂 14，中 6 ，長2 というのは、キイロ V ヨ
は、東洋溶紙の p H Meter M o d e l - S である。 p H浪n Iワジヨウパエ (Drosophila m e  lanogaster) を飼育
定のためには、餌を瓶からとり出さねばならないか| した餌であり、中 3は、カオジロジヨクジヨウパエ
ら、無限個体の頻度をしらべる飼育瓶の餌はこれに使 (Drosophila auraria) を飼育した餌である。種は異
用することが出来ないので、 p H 測定のために別に餌| っても餌の p H値の変化にはちがいがみられないよう
を用意した。即ち40日ほどの問、 4，5 日おきに同じ方 1 である。

第 2  表

餌をつくったsl 2/藍 27/曹 18/司 13/彊 8 / W  4/彊 1/竃 27/百

経過日数 。 7  11 16 21 26 30 33 37 

垂 14 6.1 4.62 4.50 4 .42  4.22 4.54 4.62 5.22 5.98 
中 3  4.30 4.58 4.95 6.42 
中 6  4.32 4.10 4.02 4.38 4.38 7.45  
長 2  4.90 4.25 4.12 4.7 5 .45  5.25 

平 均 値 6.1 4.54 4.28 4.19 4.47  4.62 5.03 5.22 6.26 
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書耳の p Hは最初6.1で弱酸性であったものが、漸次種差
度をまして16白目には、 pH4.19で酸性が最も強くな
り、その後再び酸度がよわまってきて37日自には p H
6.25となる、ある瓶では p H 8. 4 というようなアルカリ
性のものも見られたが、この餌は変色の度が{ 也の瓶よ
り著しく、叉ハエが全く死に絶えていたので除外し

| いも始めの墳とは全く異り、又色も変わるので、恐ら
くパシ酵母が働かなくなって他の微生物がこれにかわ
って繁殖しているのではないかと忍われ、 21日目頃よ
りp H伎が漸次上昇するのは、このようなことが原因
になっているのではないだろうか。
p Hについては、このように興味ある結果がえられ
たが、これを先に述べた B ，L2 の無限個体の頻度と
あわせ考えるために、第 3 表のグラブの下に、 A ，B ，
C 各グループの発育期を図示し、餌の影響をうける幼
虫期は、 p H値のグラブの中に横線であらわしてみ
た。
前述のように無限個体は、餌が古くなるにしたがっ
て頻度をまし、 2週間目には羽化数の約半数が無限俗
体となるのであるが、 p H もまた日とともに酸度をま
して16日自に最も酸性が強くなる。第 3 表からもわか
るように、酸性の度が最も高くなった餌で育った幼虫

は、羽化すると最も無眼個体の多い C グループのハエ
となっている。餌の酸度と無眼個体の頻度との間に関

係があるように思われるのであるが、この 2 つは全く

独立の現象であるかもしれないので、 C グループより

た。つくってから25日以上を経た餌は、ハエの羽化数| 後のハエの限をしらべて、餌の p Hがこの頃より再び
が少し 1 ヶ月もたつたものでは、餌の表面に幼虫が| 上昇するが、無限個体の頻度は減少するかどうか、叉
見られても、ハエは殆んど羽化してこない。餌のにお Ip H 4近くの餌で B ，L2 を飼育した場合に、無限個体の
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頻度が高くなるかどうか等、種々の実験をした上でな| あるが、酸性の強い餌で育ったハエほど無限個体が多
いと酸度と無限個体の頻度との関係について確言でき| い。
ないと思うので、更にこの点について追求したい。又 文 献
餌のニ y ヒドリシ反応陽性物質その他の物質について
も、くわしく研究して行かねばならないと思ってい
る。

駒井卓編 (1952) ;  v ヨワジヨワパエの遺伝と実験
培風館

要 約
藤井・川辺・木本・金久・前田 (1954) ; 渥々蝿の棒
限の発生遺伝学的研究 N . Bar， Lobe2 系に見ら

1. Bar とL obe2 の 2 遺伝子が組み合わさったB ，I  れる変異について
L2 系には、無限個体をも生じ、羽化数に対する無限| 動物学雑誌 63 (11/12) :432 
個体の百分率は、餌が古くなるにしたがって増加する i前田 (1956) ; 狸々継に見られる蛍光物質について
傾向がみられる。 I 兵庫生物 3 (3) :144 
2. 無限偲体の頻度が餌と関係があると思われるの| 前回 (1958) ; キイロ V ヨウジヨヴパエ正常型及び棒

で餌の変化の様子をしらべた。餌の p Hは最初弱酸性 i 限突然変異の Ninhydrin 反応陽性物質について
であって、漸次酸度をまし、ハエを入れてから16日目| 兵庫生物 3 (4) :315 
に酸性最も強くなり、その後再び弱酸性にもどるので

森為三博士御退職記念論文集

この度、日本魚学振興会では森会長の農大教授、ど退職を記念して膨大な魚類の論文集を出版された。
すなわち 魚類学雑誌第 6巻 4 ，5 ， 6号( 昭和32年12月25日発行) である。
巻頭には森会長の写真と略歴が載せてある。論突は蒲原稔、治博士を始め、 19編が載せてあり、先生の記

念にも、あるいは参考にもなると思うからど愛読を推めたい。( 室井縛)

申込書 東京都中央区築地 5 の 1

日本魚学振興会
振替口座東京 1 7 2 9 0番
定価 4 5 0 円

犯罪捜査と植物鑑別の手引き

新 隆夫著

本会員の唯一の変り種、すなわち兵庫県警察本部刑事部鑑識課、警察扶邸で警察畑の入、全編、独創的
の研究で、どのページも頭のさがる思いがする。
まず犯罪捜査に必要な付着物を中心に植物分類学上からは遠縁のものも形の似ているものは 1 ベージに

集めて図解し、問題が起った時に直ぐに役立つように組まれている。
全巻すべて多年の経験に基づいての研究でよく警察官という多忙な職にありながら、 1 つ 1 つ実物に当
って集成されたことは驚:1嘆に価する。( 室井縛 )

発行所警視庁科学捜査研究所
非売品( 昭和 33 年 3 見発行)
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